災害時における災害応急対策業務に関する協定書
　村本建設株式会社（以下「甲」という。）と村本建設株式会社東京安全協力会及び協力会社（以下「乙」という。）とは、災害時における災害応急対策業務の実施に関して、次のとおり協定を締結する。
（目的）

第1条 この協定は、甲が管理又は工事中の施設等（以下「工事施設」という）において、請負契約している乙が地震・大雨等の予期できない災害が発生した場合に、発生した災害の応急対策及び諸官庁に依頼された災害復旧（以下｢業務｣という。）に関し、甲は乙と協力して被害の拡大防止と被災施設等の早期復旧に資することを目的とする。

（業務の実施範囲）
第2条 業務の実施範囲は、甲との請負契約工事を原則とするが、災害復旧を諸官庁に依頼された場合は、その範囲を含むものとする。
2　乙に請負契約工事がない場合に要請があった場合は、甲への協力が可能な場合はそれに応えるものとする。

（業務の内容）

第3条 甲は、諸官庁の災害協定に基づき出動要請を受けたとき、及び工事現場に災害が発生し必要と認めるときは、乙に出動を依頼することができるものとする。

2 　乙は甲の出動依頼に基づき、できる限り速やかに甲又は甲の工事事務所等の長（以下｢所長｣という。）に応えるものとする。
3 　乙は、甲又は所長の指示により、業務を実施するものとする。

4 　甲は、業務を早急に実施できるよう工事着手当初に建設資機材等や動員の方法等を調査計画するために、乙にその内容の報告を求めるものとする。
（業務の協力体制）

第4条 乙は、前条第3項及び4項に基づき、甲又は所長に協力体制等（編成表及び連絡系統等）を報告するものとする。なお、変更が生じた場合には、速やかに甲又は所長に報告するものとする。

（契約の締結）

第5条 甲又は所長は、請負契約にない業務を乙に要請したときは、速やかに注文書等により発注するものとする。

（有効期限）

第6条 この協定の期間は、協定を締結した日から１年間とする。

2　前項に規定する期間満了後に甲、乙いずれからも何ら申し出のないときは、本協定は満了日以降も継続するものとする。また、締結後、甲乙いずれかの申し出により本協定は、廃止することができる。

（損害の負担）

第7条 業務の実施に伴い甲又は所長、及び乙の責に帰さない理由により、第3者に損害を及ぼした場合、又は建設資機材等の損害が生じた場合には、乙は、その事実の発生後速やかにその状況を書面により甲又は所長に報告するものとし、その処置については甲又は所長と乙が協議して定めるものとする。
（その他）

第8条 この協定に定めのない事項、又はこの協定に関して疑義を生じたときは、その都度、甲乙が協議してこれを定めるものとする。

　この協定の証として、本書2通を作成し、甲、乙が記名捺印の上、それぞれ各1通を保有するものとする。
　　　平成　　年　　月　　日　　　　　　甲　 東京都千代田区二番町3－4

村本建設株式会社東京支店

取締役専務執行役員

支　店　長　　女 川 勢 順
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　　村本建設株式会社安全協力会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協力会社

災害時における災害応急対策業務に関する協定書の詳細事項

（連絡先の登録）
1． 災害時は、固定電話及び携帯電話の通信回線は使用できないものとして、携帯電話のインターネット回線を使用して連絡します。貴社を特定するために事前に電話番号とメールアドレス及び貴社の連絡担当者の氏名、携帯電話の電話番号とメールアドレスの登録をお願いします。
2． これらの内容は、都道府県毎に営業所があり担当者が異なる場合、それぞれの登録をお願いします。

3． 登録内容は、協定に基づく緊急連絡及び訓練のために使用するもので他に利用することはありません。

4． 登録後、９で始まる５桁の登録番号を貴社の担当者に割り当てます。その番号で会社や担当者が特定されます。
5． 変更がある場合は速やかに連絡願います。また、これらの登録を維持するために、定期的に会社のメールアドレスに確認のメールを送信しますので、変更がある場合は修正して返信して下さい。
6． 訓練や事前の連絡は、mcanpi＠muramoto.co.jpまたはmc○○○○○□□□＠softbank.ne.jpのアドレスで送信されます。＠muramoto.co.jpが村本建設の会社または個人から発信されたものです。
（登録番号）
1． 登録番号は、次のように設定されます。９○□□□の5桁です。９は当社の協力会社であることを示します。○は支店識別、□□□は連番です。

2． この番号は、緊急時に直ちに識別するためのものです。
（訓練）
1． 当社では、毎年６月と１２月に安否確認のための訓練を実施します。また、必要に応じて不定期に実施します。その訓練に参加して頂きます。

2． 不定期に実施する場合は、事前に登録されたメールアドレスに訓練の連絡をさせて頂きます。ただし、予告なしで実施することもありますので、ご了承下さい。
（安否報告の準備）
１．携帯電話の「bookmark」又は「お気に入り」にhppt://mcanpi.comを登録して下さい。
（安否報告の手順）
1． 訓練のときは、村本建設株式会社から訓練【緊急連絡】のメッセージで地震発生のメールが配信されます。それに対して安否状況を報告して下さい。
2． 尚、災害時は、メディアから震度６弱の情報を得た場合、又は非常に大きな揺れ又は被害を受けた場合は、自ら報告して下さい。緊急時にはメッセージが送れない場合がありますので、ご注意下さい。
3． 報告は、「bookmark」又は「お気に入り」にhppt://mcanpi.com　を開いて報告して下さい。
4． 報告内容は、以下の通りです。


■コメント（全角１００文字以内）
　会社名、現在地及び周辺状況を簡単にお知らせ下さい。

　　例：○○電気工業　東京都千代田区二番町
　　　〔現在地はなるべく住所で都道府県からお願いします〕
道路は走れる、倒壊家屋なし、避難者が道路にいる。
〔簡単でいいので状況をお願いします〕
貴社担当者の登録番号は、９ ０ ０ ０ ０    
※1　動けない状態をいう。※2　業務として動ける状態をいう。
安否確認


個人コードまたは(協力会社コード)[拠点コード]





　


本人安否　


○無事　　　　


○負傷　※1


家族(社員)


○全員無事　　


○負傷者あり


○死者、行方不明者あり


職場復帰(会社稼動)


○2時間以内※2


○1日後


○2日後


○それ以降、不明


コメント（全角１００文字以内）











